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【要旨】
万国博覧会は、１８５１年に世界で初めて開催されてから今日に至るまで、世界規模

の異文化交流の場として、参観者は普段接することの出来ない非日常的世界を目の当
たりにする貴重な学習機会を提供してきた。万博の展示は、現代各国が一般的に持た
れているそのイメージの形成に大きな影響を与えてきた。本稿は、セントルイス万博
の参加国の政府館や展示物の詳細を明らかにし、万博が人々の異文化交流や世界観の
形成に果たしてきた役割について考察した。

１．はじめに
本稿は万国博覧会の展示が、人々の異文化交流や世界観形成に果たしてきた役割につい

ての考察を試みるものである。１８５１年ロンドンで「全人類が現在までに到達した技術、産
業、文化を示す」という主旨の下に、世界で初めて開催されて以来今日に至るまで、万博
はあらゆる階層、年齢の人々に具体的事物を通した学習機会を提供し、世界認識の場であ
った。現代でも一般的に知られている「ゲイシャ、フジヤマ」という日本観が形成された
のも､万博での日本の展示に負うところが大きい｡２００５年に開催された愛知万博では２３００
万人を越える人々が集い、未来の技術に驚嘆しただけでなく、直接的異文化交流を楽しみ
各国の伝統文化を学ぶ機会となった。生涯学習のあり方を考える上で、万博が市民レベル
での異文化交流をどのように行い、教育機会の一つとして果たしてきた役害'lとは何であっ
たのか検証することは意義があると思われる。１９０４年に米国で開催され、教育万博と呼ば
れたセントルイス万博は、万博史上初めて「教育館」を建設するなど、教育の重要性に着
目した万博であり、世界各国の教育の実態を示すとともに、「未開人」と教育された人間の
比較もなされ、教育の成果を視覚的に提示したという点で、特別視される万博であった。
万博に関する主なる研究としては、博覧会を国際政治との関連から論じた吉見の著書'）

や、万博を技術史の視点から考察した吉田の一連の研究2)がある。セントルイス万博を対
象にした研究としては、建築、教育、オリンピックの視点から多くの貴重な研究3)がなさ
れているが、セントルイス万博に参加した各国政府館や展示品の考察は不十分であると思
われる。
本稿は、セントルイス公立図書館所蔵の未公刊のセントルイス万博に関する新聞雑誌記

事を集めたスクラップブックや日本政府のセントルイス万博史料等の分析から、各国の万
博参加への意気込みを象徴的に表した政府館と展示物の詳細を明らかにし、各国がどのよ
うなイメージを広げようとしたのか、また参観者がどのような世界観を形成したのか考察
したい。
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２．セントルイス万博の概要
セントルイス万博は、米国が１８０３年にフランスからルイジアナ地域購入後百年を経過
したことを記念して、１９０４年４月３０日から１２月１日にかけてミズリー州セントルイス
の西端に位置するフオレスト公園を中心に開催された。合衆国政府は当初１９０３年に開催
を予定し１９０１年８月より各国政府に参加を要請していたが、各国の賛同が少なく１９０４
年に延期された。日本は民間の商工業者に補助金を支給して参加させる予定であったが、
米国の熱心な要請もあり政府として公式参加を決めた4)。
セントルイス万博は、２０世紀に入って最初の大規模な万国博覧会となり、総面積514ha
（大阪万博330ha、愛知博173ha)の会場内に１５７６の建築物が並び立ち、会場内を走る
鉄道は21kmに及んだ。「人間の体力の限界を超えた」といわれた広大な会場面積と暑さ
のため、観客のなかには倒れるものが続出し、試作品として展示されていた救急自動車が
大活躍し、自動車の実用性を証明することとなった。その後、救急自動車は世界の都市に
普及した。参加国は４４カ国、国内では４７州３都市が参加し、開会日数１８５日間の総入場
者数約２０００万人（うち無料入場者数約６８０万人)、入場料は成人が５０セント、小学校生
徒その他の児童が２５セントであった。収入は約１０２９万ドル、支出は約２４５２万ドルとな
り、経営的には大失敗の万博となったが、シカゴ・セントルイス間の無線電信の実験や飛
行船の実演が行われ、１６０台の大量な自動車や自動交換式電話、テレプリンターの出展な
ど高度機械化時代を予告する博覧会となった5)。
また、アテネ、パリ大会に続く第３回近代オリンピック大会が同地で開催され、国際会

議として万国学術会議・新聞記者会議・空中飛行会議などが２０、国内会議は４６開かれ、
文化学術においても多くの成果が見られた博覧会であった。身近な発明としては、アイス
クリームコーンが初めて登場し、アイステイーを一般に広めた万博でもあった6)。
セントルイス万博では、「博覧会開設の趣旨は人類の知識啓蒙にあり」と、出品部類目

録の筆頭に「教育に関する物品」を置くだけでなく、はじめて教育館を設置した。セント
ルイス万博の出品部類目録は１５区に大別され、それらを展示するために教育、美術、心
芸(LiberalArts)、工業、工芸、機械、電気、運輸、農業、園芸、採掘及治金、林業漁
業及狩猟、人類学館が建設された。また、バイク(pike)と呼ばれた娯楽街では、アルプ
スの村、ボーア戦争、動物園、世界の創造、巴里、日本村、珍奇亜細亜、カイロ、支那村、
シベリア旅行汽車などが建築され多くの入場者を集めた7)。

3．各国政府館に見る展示
万博では建築物自体が展示品であった。参加国４４カ国のうち政府館を建設したのは、

アルゼンチン、オーストリア、ベルギー、ブラジル、カナダ、セイロン、中国、キューバ、
フランス、ドイツ、英国、グアテマラ、オランダ、インド、イタリア、メキシコ、ニカラ
グア、ペルシャ、シャム、スウェーデン、日本の計２１カ国であった。政府館は各国が自
由に自国をアピールする貴重な機会であり、参観者は今まで知る機会のなかった国々の文
化・自然・産業を学ぶとともに直接異文化の人と接触する場であった。そのため各国とも
次のような異国情緒あふれる政府館を建設し､展示物を説明するために自国民を派遣した。
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国名 政府館の特徴 主な展示物
イギリス 英国皇室の主要行事と関係が深いケン

シントン宮殿の一部を模造
アン女王時代の家具の陳列室
中央に噴水のある庭園

フランス ヴェルサイユ宮殿の一部を模造 ヴェルサイユに模した庭園と２０の彫像、美
術や工芸品、セーブル製の陶器の陳列、天井
や四壁を華麗な壁画で飾った接待室､精巧な
木彫りの家具や彫像の装飾室

ドイツ フリードリッヒー世の宮殿として建築
したシャロッテンブルヒ宮殿の中央部
を模造

化学工業品出品陳列室､種々の書籍を備えた
読書室、新式の室内装飾の会議室、華麗な織
物や金銀器の陳列室

イタリア 古代ローマ式建築、建物の前面にイオ
ニア式の柱列、柱列の両端に勝利の女
神の像を配置

イタリア皇帝皇后の彫像､古彫像やボムペイ
発掘品の模造品

オランダ オランダの田舎風建築（レンブラント
の住居）を再現

新古工芸品、レンブラント作｢ナイトヲッチ」
(オランダ政府所有）の模写品を展示(観覧
料金を徴収）

スウェーデン １６世紀のスウェーデン田舎風の建築、
国産の材木を使用

本国製の家具を配置し、風景画､獣皮を陳列

オーストリア 斬新奇抜な建築 鉄道模型陳列室､諸学校の優等工芸品の陳列
室など

ベルギー ブリュッセルの市庁を模した建築、本
国製の鉄骨を使用、円形の屋根に硝子

政府や諸学校の出品、各種の工芸品、植民地
コンゴー国の物産を陳列

メキシコ スペイン復興期式二層の建築 館内に熱帯植物の温室､大統領ドイヤスノの
肖像

キューノ、● ハバナ市の住居を模している 天然物を陳列

ブラジル スペイン風の壮大なる三層の建物 種々の農作物、特にコーヒー、アマゾン川流
域産出の木材による家具

アルゼンチン ブエノスアイレスの政庁の第三層を模
造

庭園に熱帯の花､館内に地図や景色､工業品、
天産物を陳列

インド インド・アグラに存在する「エトマド
ドウラア」の廟舎を模造

工芸品の陳列販売､喫茶の席を設け茶やコー
ヒーの接待

セイロン カシテーノ寺院を模した建築 館内にセイロン風俗の人像を置き､工芸品の
陳列販売や茶の接待

シ ャ ム 首府バンコクのベンチャマ寺の模造 工芸品、楽器、絵画、書籍、家具の模型等す
べて帝室博物館蔵品を陳列

中国 溥倫(PuLun)皇子の夏の宮殿を模
した建物

家具を配置し支那貴人の居室を再現し､種々
の工芸品を陳列



（農商務省『聖路易萬国博覧会本邦参同事業報告』第一編、1905年、pp.257-266.より作成）
上記のようにヨーロッパの国々は、イタリアがローマ時代の建物を建築しヨーロッパ文

明の源流がイタリアにあることを示そうとしたように、自国が最も輝いていた時代や文化
を象徴する政府館を建築した。アジアの国々は、インドがイスラム教、シャムが仏教寺院
を模造したように宗教色の強い政府館、南米諸国は宗主国スペインの影響が強い建築物、
一方ベルギーやオーストリアのように斬新な建築様式を用いるなど、各国がどのような自
国のイメージを参観者に示したかったのか如実に表している。また館内の展示品も、ドイ
ツが化学製品、フランスが美術品、中国は３０００年の歴史を誇る古美術、アルゼンチンや
メキシコは熱帯の豊かな農産物などを陳列し、以後の貿易に大きく影響を与えるような物
品とともに、その国の特徴を参観者に認識させる効果を狙っていた。
各国の政府館のほとんどは、「博覧会会社事務局及び林業館とスキンカー路との間の平

地に在るが、ドイツだけは式場の右方円堂より採掘及び冶金館と教育館との間に至る道の
右に在り丘陵の中腹に位置し頗る景勝の地を占めていた｡」８)会場の美観の中心であるフェ
ステイバルホールの左方にあり、高台にあるため博覧会の最重要部を見下ろせる好適地に、
ドイツは多大な費用をかけ広壮を極めた政府館を建築した｡２０世紀に入ってドイツの国力
が高まりつつあることを、象徴するような政府館の配置であった。
博覧会協会会長フランシス(DavidR.Francis)は、ヨーロッパの政府館の展示に対し

て輝かしく洗練された芸術の素晴らしさと伝統ある国の弛みない進歩、南米諸国の政府館
の展示に対して豊富な天然資源と急速な進歩を指摘し称賛し、セイロンとインドの展示の
際立った特徴として茶の宣伝を挙げている9)。セイロンとインドの両館は喫茶室を設け、
民族衣装を着たインド人に茶の販売や給仕をさせていた。ブラジル政府館は珈琲豆の陳列
に力をそそぎ、３階の接待室ではお客にブラジル産の珈琲を供していた10)。このように政
府館の展示は、参観者に異文化の人々の生活に接し直接交流する機会を与え、それと展示
物とあいまった新たな情報を提供することにより、その国のイメージ形成に大いに貢献し
た。
西洋風の建築物の中､"exquisite"と評され異彩を放ったのが日本と中国の政府館であり、

両国とも本国から大工職人を派遣し､その独特な建築方法や大工の服装は大変注目された。
中国政府館の印象について、リパブリック紙が次のような記事を掲載している。「中国政府
館は清朝皇族の夏の宮殿を再現した建物と豪華な家具が、多くの参観者を引きつけた。中
国政府は多くの人の来場を望んだが、政府館には１０人で１グループ形成しないと入場で
きない規則があり（グループごとに中国人ガイドー名と通訳をつけ館内を詳しく案内した)、
少人数のため入場を断念する人も多かった。さらに参観者は中国の建物特有の高い敷居に
なれていなかったため、部屋に入るのに思わずよろけ、政府館の中国人のガイドの笑いを
誘っていた。参観者が『なぜそんなドアを作るのか」と質問すると、『中国人は高く足を上
げる運動が好きだ』と中国人のガイドは笑いを隠しながら答えていた｡」’１)中国政府は、西
洋と異なる中国の文化に誇りを持ち､中国人のガイドと通訳に政府館内を案内させるなど、
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日本 政府館敷地全体を日本庭園と称し、御
所風の本館、台湾館、金閣（喫茶店)、
東屋、眺望亭を建築

本館に古今各時代の服装を着た人形を陳列、
日本の風景を再現した庭園



米国人に中国の文化を詳細に紹介しようと努力していた。
日本は、政府館の敷地全体を日本庭園と称し、敷地内に御所風の本館や台湾館、金閣寺

を模した喫茶店などを建築し、「高い丘の上に建つ日本庭園は独特の珍しい地形で造られ、
博覧会で最も絵のように美しい風景の一つである」」2)と米国人に賞賛された。一方米国か
らセントルイス万博の報告記事を東京朝日新聞に連載していた記者は､｢御殿風の白木造り
で我々の目には高尚なりとか風致ありというか云うもの、白人の目には少しもこれ等の感
じなきのみ」」3)と述べ、日本庭園の素晴らしさは認めるが、庭園内の建物は西洋の政府館
と比較して地味であり貧弱であることを嘆いていた。
セントルイス万博の展示の裏側では、利害を反映した経済的な目論みやイメージ形成に

強烈な影響を与えた異文化の直接体験があった。展示品とならんで西洋人の好奇心をそそ
ったのは、優劣軸に沿って展示された異文化の人々のパフォーマンスや陳列された存在そ
のものであった。

4．万博にみるアジアの展示
(1)米国の展示と植民地一「フィリピン村」
セントルイス万博の展示の中で最も興味を持たれ人気を博したのが、人間そのものを展

示した「フィリピン村」であった。それは、「フィリピンの群島の人々の生活、産業、米国
の政策について旅行以上に多くのことを一日で学ぶことができる｡」’4)と評価され、万博に
訪れた人のほとんどが入場したと言われている。
セントルイス万博において米国は、帝国主義政策に基づき、社会進化論と人種差別主義
を背景にした悪名高い「人間の展示」を大規模に展開し、米国のフィリピン統治の正当化
を意図した広大な「フィリピン村」の展示を行った。「フィリピン村」の広さ４７エーカー
の敷地には、商業館、山林館、人類学館、織物館、教育館、農業館、武器館、兵営、マニ
ラ士人部等が建設され、それら建物郡を取り囲むようにイルゴット族、ネグリト族、モロ
族、ヴイサヤン族の集落が広がっていた。さらに外側には、米国士官の下での「教育」（＝
教化）によって「文明化された」フィリピン人である警察兵の駐屯地があった。「フィリヒ。
ン村」全体で、４０の種族１２００人の植民地住民が実際に居住し、見物人の奇異のまなざし
を浴びながらフィリピン諸島の自宅と同じ生活を再現することを余儀なくされた'5)。
「フイリヒ。ン村」で米国人が最も関心を寄せたのは、犬を食べ、ほとんど裸で生活し、

竹で作られた家に住むイルゴット族であった'6)。このイルゴット族の展示に対して、「フ
ィリピン人は未開であり、自国を統治する能力がない」という間違った印象を米国人に与
えるという批判が起こり’7)、米国内で激しい議論となった。「米国の知識人はフィリピン
の現状を正しく理解する」という意見や総裁フランシスの判断により、展示は継続された
が、「フイリヒ･ン村」を見学した米国人は、イルゴット族とすべてのフィリピン人を同一す
る傾向があり、各種族の相違やフィリピン独自の文化を理解せず、色彩豊かなアートをフ
ィリピン人が製作したことを信じなかった18)。米国は植民地支配を正当化するため、あえ
てフィリピンの「遅れている」部分を強調する展示を行った。そのような展示は、単に異
文化を''exquisite"と捉えるのみならず、米国人に優越意識を育み、近代的西洋と遅れてい
る東洋という世界観を形成する役割を果たした｡米国人に文明的に優れている自分たちが、
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「劣っている」という国家イメージの人々を導かなくてはならないという使命感を、抱か
せる契機のひとつとなったのは間違いないであろう。

(2)中国の展示と清朝皇族
初めて万博に公式に参加した中国は、中華思想の下に国家の威信をかけて、西洋と異な
る文化を前面に押し出した展示を行った。中国は政府館を建設し、心芸館（中国では雑芸
館と表記）と教育館に出品した。心芸館では、中国で作られた彫像、磁器、絹、木彫、四
千の様々な形の扇、百の異なる様式の小型船が展示されていた。これらの芸術品は万博の
終了までに多くが購入され、その後米国の家庭や店に飾られた。またバイクの中国村（フ
イラデルフイアの商人によって開設された）では、ジャズハウス、ティーハウスや売り場
が建設され、劇場では京劇が演じられ、中国の文化が中国人によって示され、大変な人気
を呼んでいた'9)。
特に米国人が関心を持ったのは、欧米と異なる中国人の生活様式や服装であった。１５歳

で両親の決めた相手と結婚した若い女性20)や、上流階級の女性を象徴する小さく華著な足
や髪型の紹介、中国の高官夫妻の豪華な衣装の説明などが写真入で新聞に掲載された２１)･
清朝皇帝の従兄で万博の中国の正監督である溥倫(PuLun)は、２ヶ月間セントルイスに滞
在し、中国政府館の開館式や総裁フランシスを招いてのレセプションを開催するだけでな
く、インディアナポリス地方評議会の婦人クラブ主催の歓迎会に出席するなど米国社会と
積極的に交流し、華麗な一行を伴った姿がたびたび新聞に紹介されていた22)。
これらの新聞報道や万博会場の展示物により、中国特有の精巧な彫刻が施された建築物

や家具、金糸の刺繍や色彩豊かな服装がその豪華さ、華麗さから米国人の興味を引き絶賛
された。しかし中国の展示物は米国の当時の基準からは過去のものであり、纒足や弁髪な
どの中国の風習は遅れた中国の象徴と見られ、早急に西欧諸国から学び変化する必要性を
指摘された。３０００年の歴史を誇る中国は印刷と火薬を発明した国であるが、それらの使用
方法を発展させたのは西洋であり、2000年間変化していない停滞した国と評価された23)。

(3)日本の展示一万博とゲイシヤ・ガール
日本政府は､海外の万博において名古屋城の金鱸､浅草観音の大提灯､鎌倉大仏の張子、

四天王寺の模型等の出品や、１８９３年のシカゴ万博の平等院鳳凰堂を模した日本館、１９００
年パリ万博の奈良法隆寺の金堂を模した日本館の建設など一貫して日本文化の独自性を強
調する展示をしてきた。１８７３年に開かれたウィーン万博では、日本は白木の鳥居、奥に神
殿、神楽堂や反り橋のある日本庭園を作り、欧州に日本ブームを起こした。
このような中で日本の存在を最も強烈にアピールしたのは、「ゲイシャ」である。日本
（江戸幕府）が初めて参加した１８６７年のパリ万博では、和紙、日本刀、磁器、絹織物な
どの工芸品を展示し、清水卯三郎の経営による柳橋芸者３人が接待する日本風の茶店が大
変な人気となった。芸者たちは、キセルを吸ったり、手まりをついたりし、はじめて触れ
る生の日本文化はヨーロッパ人に強烈な印象を与えた24)。「ゲイシヤ｣の人気をヨーロッパ
で不動のものとしたのは、芸者貞奴が１９００年のパリ万博のロイ・フラワー劇場で川上音
二郎と共に行った公演｢芸者と武士｣であった｡貞奴の演技と舞踊を見た彫刻家ロダンは、
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「このサダヤッコの異国めいたダンスは、生き生きとしてすばらしい、完壁なアートであ
った」と語った。貞奴はその後バッキンガム宮殿で御前公演を実現させ、フランスでは大
統領の前で舞を披露し勲章を受けている25)。このようなことから、まさに「ケイシャ・フ
ジヤマ」の日本観が形成されたと言える。
セントルイス万博でも、芸者はたびたび新聞に写真入で掲載された。日本村で興行する
ために米国に渡った日本芸者による都踊りの一行は「ゲイシヤ・ガールズ」と呼ばれて、
万博の会場に到着した時から、服装や習|貫がアメリカ人の眼を引いた。日本政府はこの芸
者の人気を活用し、芸者の品格を保ち、国際的に日本文化としての芸者を印象付けようと
した。そのため、日本政府は都踊りの興行の許可について次のように厳しく規制しようと
した。「都踊り」の演技者は、第５回内国勧業博覧会の「浪花踊り」に出演した者から選
ぶこと、渡米後の住居を限定した上で、政府は日本の恥となるような行動をしないように
服装や生活も細かく規定し、博覧会終了後直ちに帰国することを条件として許可した26)。
日本村での興行は、芸者の踊りが単調でつまらないなどの理由から不評であったため、

都踊りの営業が中止となった。日本政府が､都踊りの一行に帰国を命じたにもかかわらず、
芸者１６名が帰国を拒否し、中には逃亡を企てる者もあった。日本政府は、都踊りの芸者
たちが米国各地に散在すれば、芸者たちの行動により国民の体面を損なうことになると恐
れ、米国移民局に要求して移民法の適用により合衆国政府の退去命令で帰国させた。渡航
した芸者三十四人の内二人は病死、一人は変死、二人逃亡し、二十九人が帰国した27)。こ
の一連の騒動は、「日本政府に対する芸者たちの抗議文」とそれに対して「日本政府が芸者
を監視するために警察官を派遣した」ことを伝える記事28)や、手に扇子を持ち日本舞踊を
踊っている艶やかな芸者の写真とともに「芸者たちが、問題の調停をワシントンの機関に
求めた」２９)ことが新聞に掲載された。これらの新聞報道は、米国人に「ゲイシャ・フジヤ
マ」の日本のイメージを形成し、こうしたイメージ形成こそ人々にとって「学ぶ」という
ことであった。
さらに、芸者の営業権をめぐるトラブルが発生した。セントルイス万博では、博覧会会

社が日本に関する売店・喫茶店・手芸実施・諸興行等に関する一切の営業権を櫛引弓人に
与えていた30)。櫛引弓人は、芸者をパイクの日本村の劇場での踊りや芝居、日本茶店での
接客係として働かせていた。一方日本政府は、日本庭園内の金閣寺を模した喫茶店で日本
女性にお茶のサービスをさせていたが、これは芸者の営業権を犯しているとし、櫛引弓人
が「日本庭園の二つの喫茶店、金閣寺と台湾館でお茶をサービスしている日本女性１６人
をすべてやめさせるように要求した｡」これに対し日本政府側は「日本ではお茶を提供する
のは常に女性である｡」と、ゲイシャとテイガールは違うと反論を展開した31)。日本政府
は日本文化を表象する存在として、芸者の価値を高く認めていたのである。
芸者に対する米国での評価は、以下のようであった。金閣寺を模したパビリオンでは、

いろいろな色の着物を着た「ゲイシャ・ガールズ」は、小亥llみに歩き、しとやかに、西洋
の人々がめったに経験しない風味で、日本の香り高い土地から運ばれた美味しいお茶を呈
した３２)。日本の万博委員が米国の新聞記者を招待した夕食会で披露された芸者の踊りは、
「寓話的なシャレード・ジェスチャーで、すばらしいパフォーマンス」３３)と絶賛された。
日本村の茶屋で接待する芸者については、「ここへ来た見物人は、亜細亜の夢を見る心地が
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する。場所といい、給仕といい、三味線の音といい、香の香りといい、一つとして珍しく
ないものはない」３４)と賞賛された。
貴族院議員金子堅太郎が、セントルイス万博を見学した報告の中で、日本の着物を「高
尚優美なる我婦人の服装」３５)と誇った。日本政府は、芸者は欧米人のエキゾチムを満足さ
せるが西洋に劣る文化でなく、日本を代表する高尚優美な存在であると捉えていた。それ
ゆえ日本政府は、万博のあらゆる場面において、政府館の開館式における芸者による茶の
接待や、フラワーシヨーのパンフレツドに艶やかな芸者の姿を掲載する36)などし、芸者を
積極的に使い、イメージを保つために国家的規制もしていた。「ゲイシヤ・ガール」は、日
本という国の高尚な文化を誇るイメージ形成の戦略の重要な役割を担っていたのである。
米国での「ゲイシャ・ガール」の新聞報道や、万博会場において日本政府館で茶の接待
をし、「日本村」の都踊りに出演する芸者と直接交流することにより、「ゲイシャ」と日本
のイメージが密接に結びついたのである。２０００年に中国新聞が日・米・仏・中・タイの５
か国で実施した世論調査３７)でも、「日本と聞いてまず何が浮かぶのか」という質問に対し
て、米国、フランスでは「自動車」「カメラ」とともに、「芸者」という回答が上位を占め
ていた。現代でも日本イメージに対して「ゲイシャ」は影響を与えているのである。

5．万博会場の人々
万博会場の人々について、第一次世界大戦の米国の駐英大使となるジャーナリストの

WalterH.Page(1855-1918)の次のような描写は、「学び」の楽しさをｲ方佛させる。万
博ではカンザスの農夫や、マサチューセッツの教師や、話好きで知識欲の高い人などあら
ゆる階層や地域の人々で満ちあふれていた。ドイツの展示の前では、婦人が「ダイニング
ルームをすてきにする方法がわかった」と話し、米国の公立学校の生徒の作品を見た二人
の子ども連れの若い女性が、「私の夫は、学校の教育委員の一員ですが、実践すべき新しい
教育方法を知ることができた｡」と述べていた。万博に来た人々は、会場のどこでも何かを
学んでいた。ヒントを得られる場所は、常に入ごみになっており、人々は「これはどのよ
うに行うのか知りたい｡」「これがほしい｡」と質問していた｡彼らが好奇心を抱いたものは、
二つの色で書くことが出来るタイプライターであったり、新しい台所器具だったり、新し
い生活のアイディアであったりする。知的好奇心にあふれた人々は、万博を利用して自分
たちの生活を高めようとしていた38)。
運輸館における日本の展示場も人であふれていた。ここでは、練紙製大日本帝国、韓国

全部及北清満州の一部の地理模型を制作し展示していた。この地理模型は、米国では「巨
大地図」と呼ばれ大変な人気を博した。日本の解説者が、毎日模型上に日露戦争の戦況を
示していたため、参観者の多くは日露戦争の状況に興味を持ち、真剣なまなざしでこの模
型を眺め、「満州の都市名や日本の鉄道は何マイルあるのか」などの質問をしていた39)。
また、万博に訪れた多くの人々の最大の楽しみは、日頃接することの出来ない品物のシ
ョッピングであった。博覧会のオリエンタルの製品のバーゲンデイには多くの女性が殺到
し、販売人と値下げ交渉を楽しみながら、「インディアン」やフィリピン人の作成した毛布
や、ビーズをつけた財布、ペルシャやブルガリアの麻のバック、カーテンや壁掛けを大量
に購入していた40)。万博を楽しむ大人の姿を如実に表していたのが、異文化と触れあった
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非日常の見学に親が夢中な余り、放って置かれた子どもの存在であった。８時の開門時間
には元気であった子どもたちは、夕方になると疲れ興味が薄れてきたが、親ないし保護者
はそのような子どもよりも万博の見学を優先していた。そのため、親とはぐれた多くの子
どもたちが、託児施設であったプレイグランドに保護される結果となった41)。
１９００年の米国の学校在籍率（5～２０歳人口に関して）は50.5％であった42)。万博は学

校教育を受けられない人々にとっては、当時の最先端の技術や世界のさまざま文化や世界
情勢を直接体験的に学ぶことができる貴重な学習機会であった。

6．おわりに
万博に参加した各国は、政府館の建物と展示物を通して自国の最も輝いていた時代にス

ポットライトを当てていた｡フランスのヴェルサイユ宮殿､イタリアの古代ローマ建築は、
現在でもその国の象徴である。日本政府は、万博のパンフレットに芸者の絵を用いるなど
「ゲイシヤ･フジヤマ」の日本イメージの形成に積極的に関与した。欧米諸国は自国の権威
と文化を強調する展示、アジア諸国は宗教色の強い展示を行い、各国の明確な意図を持っ
た展示戦略は、その後２０世紀の各国の持つ国家イメージを強烈に形成する役害'lを果たし
た。また万博の参加国は、展示物を説明するため自国民を派遣したので、参観者は政府館
や展示館で異文化の人々と直接交流し、より具体的に異文化の知識を得ることができた。
西欧諸国がオーストリアの鉄道模型やドイツの化学品のように工業品を展示したのに

対し、南米やアジア諸国は鉱山資源や農産物の展示が中心であり、万博の展示は参観者に
近代的西欧を視覚させる効果があった。セントルイス万博での中国や日本が示した非西欧
諸国の展示に対して、米国人は「異質」な点のみに興味を抱き、西洋文化の優秀さを再確
認し、世界をリードしていくのはやはり西洋であるという世界観を形成したといえる。
万博は情報量の少ない時代に、一ヶ所に多くの物と人を集め、人々に多様な情報を与え
る効果はあった。一方万博は、見物人の視野を広げる学習機会となると同時に、展示者の
意図や見物人のそれ以前に形成された意識やイデオロギーにより、フィリピン村の展示に
見られるように間違ったイメージ形成の危険性もあることを、セントルイス万博の事例が
示唆している。
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